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[ 研究概要 ]
　超短パルスレーザー技術を駆使した物質の超高速応答の測定や、それを用いた技術開発を行っています。特に

テラヘルツ領域の物性に着目し、広帯域時間領域テラヘルツ分光法や、コヒーレントフォノン分光法を用いたダイ

ナミクスの研究を行っています。また、高強度テラヘルツ波の発生や、高強度光パルスなどによる物性の制御を念

頭に置き、不可逆な変化が起きた場合でも超高速応答を検出できるシングルショット技術も開発しています。

■ 相談に応じられるテーマ
テラヘルツ

超高速キャリアダイナミクス

超短パルスレーザー

時間周波数イメージング
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[アドバンテージ]
　テラヘルツ分光法では、10 fsという非常に短いパルス幅のレーザーを用いることで、通常よりも帯域の広い0.1 THzから

180 THzまでの時間領域分光が可能となっています。コヒーレントフォノン分光法では、100 THz程度までの振動分光が可能

で、光励起状態における電子格子相互作用などを調べることができます。また、シングルショットの超高速応答の測定では、反

射型階段状ミラーと呼ばれる独自のミラーを使用することにより、これまで以上にノイズの少ない、感度の良い測定がシングル

ショットでできるようになってきました。高強度のテラヘルツ分光法では、テラヘルツ領域の非線形分光法が可能であり、これ

によってテラヘルツ領域で動作するデバイスなど、新たな応用が開ける可能性があります。

[事例紹介]
★誘電体薄膜のテラヘルツ分光法による物性評価

　開発した広帯域のテラヘルツ分光装置を用いることにより誘電体

薄膜の誘電率（ソフトモードの分散）を評価しました（右図）。また、テ

ラヘルツ非線形性も検出できるようになりました。

★金ナノ構造によるグラファイト表面欠陥の選択検出

　金ナノ構造を蒸着したグラファイト表面において、表面欠陥におけ

る振動が選択的に増強されるSERS効果が、時間分解測定できること

を示しました。

★反射型エシェロンを用いたLiNbO3単結晶のポラリトン分散計測

　独自に設計製作した反射型エシェロンミラーを用いて、強誘電体

におけるポラリトン分散のシングルショット計測に成功しました。 図：テラヘルツ領域の誘電分散とAFMイメージ。膜質の違いが誘電率に反映されている。
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